
 
「心に残る文化財子ども塾」活動の概要と様子 

～島根県立石見養護学校～ 
 
 
１．概 要 

９月 7 日（木）、石見養護学校で『心に残る文化財子ども塾』を開催しました。活動内容は

「大昔の人たちの暮らしを知る」として地元邑南町の遺跡を紹介し、県内各地の遺跡から出土

した土器や矢じりなどに触れ、古代の人たちの暮らしぶりについて学びました。体験活動では

金属鏡づくりを行いました。実物と同じ成分で作られた模鋳品を手に取り、精緻な文様やずし

りとした重さを実感してもらうことができました。体験では低融点金属を鋳型に流しこむのに

少し緊張しましたが、出来上がった鏡を磨く作業にとても熱心に取り組みました。 

 

２．活動の様子 

熔かした金属をそっと鋳型に流し込みます       鏡をピカピカに磨いてます 

 
３．子ども塾を終えて 

１）児童・生徒の皆さんから 

 ・鏡を磨くのが心に残った 

 ・鏡を磨くのを頑張りました 

２）担任の先生から 

 ・普段、校外に出ないとなかなか触れたり見たりすることができないので、専門の職員

から説明を聞き体験することができたのは、とても貴重な機会であり、子どもたちも

興味深く取り組むことができた。 

 ・実物を見せていただけたことや、子どもたちの住んでいる地域の昔の様子について説

明があったので良かった。 

３）埋文センターから 

 ・身近なところに遺跡があることを知ってもらえてよかった。 

 ・熔かした金属を慎重に鋳型に流し込んで、一生懸命磨いて鏡を完成することができた。 


